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市
制
40
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
令
和
４
年
度
も
今
月
限
り
と

な
り
ま
し
た
。
２
月
11
日
12
日

に
は
、
記
念
式
典
を
始
め
様
々

な
行
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

三
年
越
し
の
念
願
で
あ
り
ま

し
た
元
号
令
和
の
考
案
者
と
さ

れ
る
中
西
進
先
生
に
も
直
接
に

来
訪
頂
き
、
市
民
栄
誉
賞
を
授

与
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ

応
援
大
使
の
委
嘱
、
世
界
に
羽

ば
た
く
人
材
育
成
、
子
ど
も
学

生
美
術
展
表
彰
を
未
来
に
向
け

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
1
3
0
0
年
前
最

先
端
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
梅
花
の
宴
を
時

空
を
超
え
て
今
に
甦
ら
せ
る
令
和

文
化
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
西
先
生
の
基
調
講
演
の
後
、

西
高
辻
太
宰
府
天
満
宮
最
高
顧

問
、
島
谷
九
博
館
長
、
森
景
観

市
民
遺
産
会
議
議
長
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
圧
巻
で
し
た
。

い
ず
れ
も
本
市
を
令
和
の
都

と
し
て
更
に
羽
ば
た
か
せ
る
試

み
で
、
次
代
を
担
う
子
供
達
や

若
手
職
員
の
手
で
未
来
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

※掲載記事は編集作業の都合上2月14日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

水城跡第63次調査トレンチ配置図

第２トレンチ東壁北側（赤線より下層が積土）

第２トレンチ東壁土層断面図

第２トレンチ東壁南側
（赤線より下層が積土、緑線が階段状の成形）
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水
城
は
、
西
暦
６
６
４
年
に
築
か
れ
た

長
さ
１
.２
㎞
の
長
大
な
土
塁
で
、
福
岡
平

野
の
最
も
狭
く
な
っ
た
場
所
を
ふ
さ
ぐ
よ

う
に
築
か
れ
、
大
宰
府
の
城
壁
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
東
西
２
カ
所
に

置
か
れ
た
門
に
は
古
代
官
道
が
つ
な
が

り
、
大
宰
府
の
玄
関
口
と
し
て
も
機
能
し

て
い
ま
し
た
。

水
城
跡
第
63
次
調
査
は
、
水
城
跡
の
西

門
跡
西
側
で
行
っ
た
園
路
整
備
(※

１
)
に

先
立
ち
遺
構
の
状
況
や
地
形
な
ど
、
整
備

に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
平
成
30
年

に
実
施
し
た
確
認
調
査(※

２
)
で
す
。

調
査
を
実
施
し
た
水
城
跡
の
西
門
跡
西

側
に
は
、
た
め
池
の
小
池
や
新
池
が
あ
り
、

水
城
跡
の
西
側
か
ら
水
城
跡
の
内
濠
に
水

を
供
給
し
た
水
源
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
め
池
と
丘
陵
の
間
に
入
る
谷
部
と

そ
の
周
囲
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
溝
状
の
調
査
区(
以
下
、
ト

レ
ン
チ
)
を
設
定
し
、
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
の
は
、
新
池
に

近
い
谷
部
(
第
１
ト
レ
ン
チ
)
、
小
池
の
堤

体
の
西
側
で
小
池
と
新
池
の
間
に
位
置
す

る
丘
陵
の
裾
部
(
第
２
ト
レ
ン
チ
)
、
小
池

の
堤
体
の
東
側
に
広
が
る
平
坦
部
(
第
３

ト
レ
ン
チ
)の
３
カ
所
で
、
第
１
ト
レ
ン
チ

と
第
３
ト
レ
ン
チ
で
は
、
自
然
地
形
や
谷

の
堆
積
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
２
ト
レ
ン
チ
は
他
の
ト
レ
ン
チ
と
は

様
相
が
異
な
り
、
人
工
的
に
施
工
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
積
土
を
確
認
し
ま
し
た
。

地
盤
を
階
段
状
に
成
形
し
た
後
に
、
質
の

異
な
る
土
を
水
平
方
向
に
層
状
に
積
み
上

げ
、
一
番
上
に
は
白
色
の
粘
土
を
施
す
も

の
で
、
同
様
の
工
法
は
水
城
跡
が
自
然
丘

陵
と
接
続
す
る
箇
所
の
調
査
で
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

小
規
模
な
調
査
で
あ
り
、
積
土
の
中
か

ら
須
恵
器
の
甕
の
小
片
が
１
点
出
土
し
て

い
ま
す
が
遺
物
量
も
少
な
く
、
積
土
の
時

期
や
規
模
、
形
状
、
機
能
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
調
査
成
果
と
し
て
水
城

跡
の
西
門
跡
西
側
に
入
る
谷
部
周

辺
で
古
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る

工
法
を
使
っ
た
土
木
工
事
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
新
た
に
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

小
規
模
な
調
査
で
あ
っ
て
も
、
こ

の
よ
う
な
調
査
成
果
の
一
つ
一
つ

が
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
水
城
跡

の
構
造
や
古
代
の
土
木
技
法
、
水
城

跡
周
辺
の
歴
史
の
解
明
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
課
　
　
　
沖
田
　
正
大

水
城
跡
第
63
次
調
査

※1水城跡西門西側で行った園路整備については、太宰府の文化財４２５（令和２年10月号）で紹介しています。

※２確認調査：遺跡の有無や残っている深さ、地形などを確認するために行う小規模な発掘調査。
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